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第
19
回
定
期
大
会
の
開
催
に

あ
た
り
、
ご
参
集
い
た
だ
い
た

仲
間
の
皆
様
、ご
来
賓
の
皆
様
、

そ
し
て
日
頃
よ
り
全
国
港
湾
の

運
動
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い

る
全
国
の
仲
間
に
、
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
大
会
で
は
、
玉
田
書
記
長

よ
り
25
年
度
活
動
経
過
報
告
な

ら
び
に
26
年
度
運
動
方
針
案
が

提
案
さ
れ
ま
す
。
新
年
度
の
運

動
を
実
り
あ
る
も
の
と
す
る
た

め
、
皆
様
か
ら
闊
達
な
ご
意
見

を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

現
在
、
国
は
港
湾
労
働
の
自

動
化
を
強
行
的
に
進
め
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。高
市
政
権
の「
日

本
成
長
戦
略
」
17
の
戦
略
分
野

に
「
港
湾
の
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク

強
化
」
が
盛
り
込
ま
れ
、
国
交

省
港
湾
局
と
自
民
党
で
構
成
す

る
港
湾
議
連
は
、
対
前
年
比
1

・
48
倍
も
の
概
算
要
求
を
提
出

し
ま
し
た
。
労
使
合
意
の
な
い

体
制
的
合
理
化
は
行
っ
て
は
な

ら
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国

が
様
々
な
工
作
を
講
じ
て
い
る

現
状
に
、
強
い
危
機
感
を
持
っ

て
い
ま
す
。

全
国
港
湾
・
港
運
同
盟
は
、

労
使
政
策
委
員
会
で
港
湾
労
働

の
自
動
化
に
明
確
に
反
対
を
表

明
し
、
国
交
省
港
湾
局
、
日
港

協
、
各
関
係
港
の
運
営
会
社
、

港
湾
管
理
者
等
に
対
し
て
も
要

請
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の

ま
ま
で
は
、
我
々
港
湾
労
働
者

の
明
日
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
石
炭
荷
役
・
バ
ル
ク

戦
略
港
湾
対
策
で
は
、
公
正
な

移
行
対
策
と
雇
用
職
域
・
業
域

問
題
の
解
決
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
先
人
た
ち
は
、
様
々
な

体
制
的
合
理
化
と
の
闘
い
の
中

で
、
事
前
協
議
制
度
を
は
じ
め

重
要
な
産
別
協
定
を
築
い
て
き

ま
し
た
。
私
た
ち
も
そ
の
歴
史

を
受
け
継
ぎ
、
断
固
た
る
決
意

で
対
峙
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
「
港
湾
を
兵
站
基

地
に
す
る
な
」
と
す
る
特
定
利

用
港
湾
問
題
、
一
連
の
独
禁
問

題
、年
末
年
始
荷
役
課
題
な
ど
、

労
使
協
議
課
題
は
山
積
し
て
い

ま
す
。
26
秋
闘
で
は
例
年
以
上

の
取
り
組
み
を
進
め
、
「
魅
力

あ
る
港
湾
労
働
」
の
確
立
を
目

指
し
ま
す
。

我
々
港
湾
労
働
者
の
力
の
源

は
「
団
結
と
行
動
」
で
す
。
必

要
で
あ
れ
ば
行
動
権
の
行
使
も

覚
悟
し
、
各
職
種
部
門
と
の
連

携
を
さ
ら
に
密
に
し
な
が
ら
、

中
央
団
交
、労
使
政
策
委
員
会
、

専
門
委
員
会
等
を
通
じ
て
、
諸

課
題
の
解
決
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
の
力

と
団
結
の
結
集
を
改
め
て
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
共
に
が
ん

ば
り
ま
し
ょ
う
。

中
央
執
行
委
員
長竹

内
一

大
会
の
開
催
に
あ
た
り
挨
拶

に
立
っ
た
遠
藤
副
委
員
長
は
、

世
界
中
で
発
生
し
て
い
る
異
常

気
象
に
よ
る
災
害
に
触
れ
、
国

際
社
会
で
は
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
規
制
や
脱
炭
素
化
に
向
け
た

動
き
が
強
ま
る
な
か
で
、
石
炭

荷
役
を
生
業
と
す
る
港
湾
で
働

く
仲
間
の
雇
用
と
職
域
を
守
る

た
め
に
真
剣
に
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
調
し

た
。
ま
た
、
平
和
課
題
に
も
触

れ
、
米
国
主
導
の
軍
事
行
動
と

そ
れ
に
追
従
し
軍
拡
化
を
拡
大

さ
せ
て
い
る
高
市
政
権
を
批

判
。
我
々
の
職
場
で
あ
る
港
湾

も
特
定
利
用
港
の
名
の
も
と
に

兵
站
基
地
化
さ
れ
よ
う
と
し
て

い
る
な
か
、
港
を
兵
站
基
地
化

さ
せ
な
い
取
組
み
を
強
め
よ
う

と
訴
え
た
。

最
後
に
、
賃
金
・
労
働
条
件

の
向
上
、
平
和
や
民
主
主
義
に

対
す
る
取
り
組
み
の
重
要
性
も

増
す
中
で
、
大
会
で
の
活
発
な

議
論
を
期
待
す
る
と
挨
拶
し
、

議
長
団
を
選
出
し
、
議
事
に
入

っ
た
。

資
格
審
査
報
告
で
は
、
代
議

員
定
数
1
2
3
名
中
、
1
2
3

名
出
席
で
大
会
の
成
立
を
確
認

し
、中
央
執
行
委
員
、大
会
役

員
、
来
賓
及
び
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

を
含
め
総
勢
2
1
7
名
が
出
席

し
て
い
る
事
が
報
告
さ
れ
た
。

竹
内
中
央
執
行
委
員
長
が
挨

拶
を
お
こ
な
っ
た
後
、
全
日
本

港
湾
運
輸
労
働
組
合
同
盟
足
立

会
長
、
Ｉ
Ｔ
Ｆ
東
京
事
務
所
福

間
調
整
官
、
こ
く
み
ん
共
済
Ｃ

Ｏ
Ｏ
Ｐ
大
好
常
務
執
行
役
員
か

ら
連
帯
の
挨
拶
を
受
け
た
。

続
い
て
、
玉
田
書
記
長
が
経

過
及
び
方
針
に
つ
い
て
議
案
提

案
を
行
っ
た
。

議
案
に
対
す
る
質
疑
応
答
で

は
、
延
べ
14
名
の
代
議
員
か
ら

発
言
が
あ
り
、
原
案
を
指
示
・

補
強
す
る
立
場
か
ら
産
別
最
賃

に
対
す
る
取
り
組
み
、
石
炭
問

題
と
バ
ル
ク
戦
略
港
湾
に
関
す

る
雇
用
問
題
、
港
湾
福
利
分
担

金
の
問
題
、
特
定
利
用
港
湾
、

指
定
事
業
体
課
題
な
ど
多
岐
に

わ
た
っ
た
。

す
べ
て
の
審
議
が
出
尽
く
し

た
と
こ
ろ
で
、
竹
内
中
央
執
行

委
員
長
の
総
括
答
弁
を
受
け
、

全
て
の
議
案
が
全
体
の
拍
手
を

も
っ
て
採
択
さ
れ
た
。

26
秋
年
末
中
央
行
動
は
、
26

年
11
月
11
日
（
水
）
か
ら
12
日

（
木
）
に
設
定
し
、
行
政
交
渉

や
ユ
ー
ザ
ー
行
動
な
ど
を
取
り

組
む
。
総
合
的
な
計
画
は
書
記

長
会
議
・
教
宣
委
員
会
で
実
行

委
員
会
を
立
ち
上
げ
取
り
組

む
。地

区
統
一
行
動
は
、
26
年
10

月
26
日
（
月
）
か
ら
11
月
4
日

（
水
）
を
地
区
統
一
行
動
ゾ
ー

ン
と
し
て
設
定
し
、
中
央
行
動

と
連
動
し
た
諸
課
題
と
地
区
独

自
の
課
題
も
掲
げ
て
取
り
組

む
。27

春
闘
方
針
と
産
別
春
闘
要

求
は
、
単
組
・
地
区
港
湾
の
大

会
や
学
習
会
等
を
通
じ
て
積
極

的
に
職
場
要
求
を
汲
み
上
げ
、

中
央
執
行
委
員
会
並
び
に
中
央

委
員
会
が
責
任
を
も
っ
て
た
た

か
う
方
針
と
要
求
を
一
体
的
に

検
討
し
『
産
別
統
一
要
求
』
と

『
産
別
統
一
行
動
』
を
軸
に
た

た
か
う
27
春
闘
を
準
備
す
る
。

第
一
回
中
央
港
湾
団
交
と
要

求
書
提
出
は
27
年
2
月
10
日
を

念
頭
に
準
備
す
る
等
が
確
認
さ

れ
た
。

26
年
度
の
中
央
執
行
員
選
出

で
は
、
新
た
な
中
央
執
行
部
体

制
が
承
認
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
大
会
宣
言
と
特
別

決
議
が
満
場
一
致
で
採
択
さ

れ
、
鈴
木
副
中
央
執
行
委
員
長

の
閉
会
挨
拶
を
受
け
、
最
後
に

竹
内
中
央
執
行
委
員
長
の
『
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ー
』
で
締
め
く
く

っ
た
。

※
紙
面
の
都
合
に
よ
り
大
会
宣

言
と
特
別
決
議
に
つ
い
て
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。ま

た
、
新
執
行
部
体
制
は
次

号
に
掲
載
し
ま
す
。

全
国
港
湾
第
19
回
定
期
大
会
は
、
9
月
16
日
（
水
）
か
ら
17
日
（
木
）
に
か
け
て
、
豊
橋
市

『
シ
ー
パ
レ
ス
リ
ゾ
ー
ト
』
に
於
い
て
議
長
団
に
樋
口
万
浩
代
議
員
（
全
港
湾
）
、
川
上
明
宏

代
議
員
（
検
定
労
連
）
を
選
出
し
開
催
さ
れ
た
。

大
会
は
、『
第
一
号
議
案
』25
年
度
の
主
な
取
り
組
み
経
過（
案
）、『
第
二
号
議
案
』26
年
度
運
動

方
針（
案
）、
『
第
三
号
議
案
』
産
別
ス
ト
ラ
イ
キ
権
の
確
立
に
つ
い
て（
案
）、
『
第
四
号
議
案
』

連
合
会
規
約
／
会
計
処
理
規
定
の
改
正
（
案
）
、
26
年
秋
年
末
に
お
け
る
具
体
的
活
動
方
針
に

つ
い
て
（
案
）
、
『
第
五
号
議
案
』
25
年
度
決
算
報
告
及
び
26
年
度
予
算
（
案
）
、
26
年
度
中

央
執
行
委
員
の
選
出
と
大
会
宣
言
（
案
）
、
『
高
市
政
権
の
憲
法
・
平
和
・
民
主
主
義
破
壊
へ

の
暴
走
を
阻
止
す
る
特
別
決
議
（
案
）
』
の
審
議
を
行
い
、
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

同
一
労
働
同

同
一
賃
金
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
が
改

正
さ
れ
、
10
月

1
日
か
ら
施
行

さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
▼
家
族

手
当
や
住
宅
手
当
等
に
つ
い

て
、
一
定
の
パ
ー
ト
や
有
期
労

働
者
に
正
規
と
同
一
の
手
当
を

支
給
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
等
を
定
め
て
お
り
、
不
合
理

な
格
差
の
解
消
を
訴
え
た
労
働

契
約
法
20
条
裁
判
の
判
例
を
反

映
さ
せ
た
も
の
と
な
っ
て
い

る
。た
だ
し
、公
務
員
は
対
象
外

で
あ
る
。そ
こ
で
、人
事
院
は
7

月
、
国
の
非
常
勤
職
員
な
ど
へ

の「
扶
養
手
当
」「
住
居
手
当
」の

支
給
を
通
知
し
た
。
ま
た
、
地

方
自
治
体
で
も
総
務
省
が
支
給

す
る
方
向
で
準
備
を
進
め
て
い

る
。
地
方
自
治
法
改
正
の
当
否

な
ど
を
検
討
し
て
い
る
と
い

う
。
自
治
体
の
会
計
年
度
任
用

職
員
は
、
今
や
職
員
の
半
数
を

占
め
る
自
治
体
も
あ
る
重
要
な

担
い
手
だ
が
、
不
安
定
用
の
う

え
低
処
遇
で
あ
る
こ
と
か
ら
深

刻
な
人
員
不
足
に
直
面
し
て
お

り
、
処
遇
改
善
は
不
可
避
だ
ろ

う
。問
題
は
、10
月
の
施
行
に
間

に
合
う
か
と
い
う
部
分
だ
が
、

国
に
し
っ
か
り
予
算
を
付
け
さ

せ
る
た
め
に
も
地
方
自
治
法
の

改
正
が
必
要
と
指
摘
が
さ
れ

る
。賞
与
の
一
つ
、勤
勉
手
当
が

一
昨
年
か
ら
支
給
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
際
、
同
法
に
明
記
さ

れ
た
。
臨
時
国
会
で
法
改
正
し

た
う
え
で
、
10
月
1
日
に
遡
及

し
て
支
給
す
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
。労
働
組
合
は
要
求
し
て
、

民
間
の
賃
金
水
準
を
確
保
す
る

と
と
も
に
、
不
合
理
な
格
差
の

解
消
も
求
め
て
い
く
べ
き
だ
。

第
１９
回
定
期
大
会

第
１９
回
定
期
大
会
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中
央
執
行
委
員
長
あ
い
さ
つ

中
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